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Abstract: 人と人，人と人工物のインタラクションがユーザにもたらす感情変化を読み取ること

ができれば，より円滑なインタラクションの支援システムが実現できる．マルチモーダルセンシ

ングで捉えた社会的信号の共起を説明変数として人-人グループコミュニケーション前後の感情

変化を推測するモデルが提案されているが，信号表出の個人差を考慮していないという課題が

ある．本研究では社会的信号表出の個人差を考慮するモデルを作成し，精度の向上を図る． 
 

1.はじめに 

 人同士のインタラクションにおいて，人間は相手

から表出される社会的信号を観察し，その人の内部

状態を推測し対応を変化させている[6]．この働きを

計算機的に実現するために様々な研究が行われてい

る[1][2][3][5]．本研究では，システムが推測する内部

状態として感情の変化を取り扱う．インタラクショ

ンに対する感情変化を推測する事ができれば，人同

士のインタラクションに介在するシステムや，人と

直接インタラクションするシステムの振る舞いをそ

れに合わせて変化させることができ，ユーザに合わ

せたより円滑なインタラクション，またその支援が

実現できる． 
グループインタラクション研究において，身体運

動や発話などの社会的信号の参加者間での共起が感

情変化を推測する特徴として有効であることが示さ

れている．しかし，社会的信号の表出の個人差を考

慮していないため，感情変化を社会的信号として積

極的に表出しない人や，その逆の場合などにおいて

推測精度に限界があると考えられる．そこで本研究

では，このような社会的信号の表出量の個人差を特

徴量として取り入れることで，社会的信号の共起が

万人に一様に作用するという前提に基づく従来の感

情予測モデルよりもより良いモデルとなるかを検証

する． 

2.手法 

 2.1 使用データ 
 大学で実施されたグループで話し合いを行う講義

において計測されたデータを用いた．今回の解析に

用いたデータは，同じグループでコミュニケーショ

ンを行った 6 人の 1 時間分である．参加者は動作・

音声計測用のスマートフォンを首から下げた状態で

インタラクションを行った(図 1)．計測データは IMU
による 3 軸加速度と内蔵マイクによる音声である．

また感情変化量は，インタラクション前後に各参加

者が回答した SAM(Self Assessment Manikin)[4]の値

(Valence, Arousal, Dominance)の変化量とした． 

図 1 データ計測用 
スマートフォン着用図 
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2.2 感情変化予測モデル 
 計測された加速度データ，発話データから，身体

動作・発話発生の有無をラベル付けした時系列デー

タを作成した．グループの各参加者間で身体動作・

発話それぞれの共起量，身体動作と発話の共起量を

評価した．参加者ごとに他の参加者との共起量の平

均値を求めた．加えて，各参加者のインタラクショ

ン中の身体動作・発話量を算出した．共起量と身体

動作・発話量を説明変数，感情変化値を目的変数と

した重回帰分析を行い，モデルの当てはまりと共起

量のみを説明変数としたモデルとの比較を行った． 
 

3.結果 
 共起量算出時に求めた各参加者の社会的信号の表

出量を特徴量に加えて，感情状態(Valence, Arousal, 
Dominance)のインタラクション前後での変化量を予

測する重回帰分析を行ったが，モデルの精度は向上

しなかった(表 1~3)．原因として，信号表出の差異を

反映する特徴量選択が不十分，共起特徴と個人表出

特徴間で相関関係があるものを取り除けていないな

どが考えられる．今後はこの 2 つの原因を仮定し解

析を進める予定である． 
 

表 1 Valence のモデル結果比較 
 従来モデル 提案モデル 
R-squared 0.363 0.368 
Adj. R-squared 0.290 0.253 
Prob(F-Statistics) 0.00273 0.0137 

 
表 2 Arousal のモデル結果比較 

 従来モデル 提案モデル 
R-squared 0.290 0.309 
Adj. R-squared 0.209 0.184 
Prob(F-Statistics) 0.0153 0.0443 

 
表 3 Dominance のモデル結果比較 

 従来モデル 提案モデル 
R-squared 0.196 0.196 
Adj. R-squared 0.104 0.050 
Prob(F-Statistics) 0.0981 0.266 

 

4.おわりに 
社会的信号の表出の個人差を取り入れることで，

インタラクションにおける感情変化の推測精度を向

上させるために解析を進めている．今後の課題とし

て，どのようなモダリティが共起特徴と相関の弱い

個人差表出特徴として利用できるのか，またそれが

現在用いているデータから抽出することが可能なの

かを検討する必要がある．現在のデータは大学の講

義という実環境で計測されたデータだが，参加者の

特性情報が無く，また頷きやジェスチャーといった

詳細な動作を捉えることは難しい．これを踏まえ，

特性情報のある被験者で表出差が計測できるかを検

証する予備実験や，動画もしくはモーションキャプ

チャといったより動きを詳細に捉えることのできる

計測装置を用いた実験を検討していく予定である． 
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